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研究成果の概要（和文）：本研究では，言語類型論的な観点から，アジアとヨーロッパの11の言語（中国語，タ
イ語，ラオス語，ビルマ語，インドネシア語，マレーシア語，タガログ語，フランス語，スペイン語，ポルトガ
ル語，ドイツ語）について，会話を中心とした話しことばの結束性および主題化がどのような形で現れるかにつ
いての研究を行った。本研究は，１．話しことばの文字コーパスデータの国際的共同研究，２．談話の主題と結
束性に関する言語学的な分析研究，３.構築されたデータの外国語教育への応用研究の３つから成り立ってい
る。その成果は国際ワークショップ，学会発表を中心に発表され，また具体的な言語教材の開発に役立てられて
いる。

研究成果の概要（英文）：The research project attempted to analyze discourse cohesiveness and 
topicalization in eleven Asian and European languages: Chinese, Thai, Lao, Burmese, Indonesian, 
Malaysian, Tagalog, French, German, Spanish, Portuguese. The project consists of three sub-projects.
 (1) We recorded, and transliterated conversations of these languages with appropriate annotation to
 make corpus database. (2) Using the database, we have analyzed topic markers and grammatical forms 
enforcing cohesiveness, whose results were published in academic journals. Some of the results were 
also used to compile foreign language textbooks.  

研究分野：言語学　（言語類型論，東南アジア言語学）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
1980 年代以来，様々な言語で書きことば
を中心とする大規模な言語コーパスが構築
されはじめた。さらに話し言葉コーパスの構
築とその研究も行われるようになり，この流
れを受けて言語研究においても言語コーパ
スを利用したコーパス言語学が隆盛となっ
た。その結果，従来の作例および小規模な事
例を中心とした言語研究には見られない，
「語り，会話」など，複数の文が構成するテ
キスト（談話）に基づく言語運用の分析が可
能となった。 
本課題研究の代表者・分担者は，第一に，
話しことば，書きことばコーパスに代表され
る言語運用の実証的研究とその理論的深化
を図ること，第二に，言語運用の研究成果を
外国語教育に応用することにより，言語教育
法の新たな展開を図ること，この２点を目的
とする研究が今後ますます重要になると考
えるに至った。 
２．研究の目的 
本研究では，アジアの言語のうち中国語，
タイ語，ラオス語，ビルマ語，インドネシア
語，マレーシア語，タガログ語を，ヨーロッ
パの言語のうちフランス語，スペイン語，ポ
ルトガル語，ドイツ語を取り上げる。これら
の言語は主題卓立性あるいは主語卓立性，
Pro-drop (zero anaphora)，ヴォイスの現れ
について多様な言語である。 
本申請研究課題の具体的なテーマとして
は，主として以下の３つの問題を取り上げる。 
(1) 主題 (topic) の機能的分析：談話におい
てどのような要素が主題として取り上げら
れるか，主題の文構成上の役割が，ヴォイス
や文中の補語，付加詞との文法関係にどのよ
うに反映するか。 
(2) 談話の結束性の分析：文脈・情報構造に
よって話し手，聞き手の間で了解可能な補語，
付加詞などの文構成要素はどのように「省
略」可能か，あるいは不可能なのか。 
(3) 機能語の談話機能：トピックの一貫性，
談話の結束性は、代名詞、指示詞、冠詞など
の照応システムや接続詞などの機能語によ
ってどのように維持されるのか。 
本申請研究課題の第二の目的は，言語運用
の研究成果を外国語教育に応用することに
より，言語教育法の新たな展開を図ることで
あるが，上に述べたように，主題および談話
の結束性に関する「談話の視点」からの研究
は，未だ基礎研究の段階にある。従って研究
成果の応用としての電子辞典あるいは教材
の開発を期間内に作成することを目指すの
ではなく，本研究では談話機能に関する情報
を取り入れた基本動詞などについてのデー
タベースを構築し，その web上での公開を目
指す。 
３．研究の方法 
本研究では，アジア諸言語研究班とヨーロ
ッパ諸言語研究班とが緊密な連携をとりつ
つ，研究を遂行する。本研究は主題を中心と

した談話の結束性を分析するための (1) 話
しことばのコーパス化研究，(2) 主題と基本
動詞を中心とした文構造の研究，(3) 基本動
詞を中心とした語彙データベースの作成の
３つの研究からなる。(1) 話しことばコーパ
ス化研究は，海外の大学・高等研究機関と共
同で行う。(2) の文構造の研究は，談話の分
析を通じて，基本動詞とその主題，補語のあ
り方，談話のトピックの継続性，結束性に機
能語の果たす役割についての研究を行う。基
本動詞の談話における出現環境の分析の具
体的な応用として，(3) 基本語彙を中心とし
たデータベースの開発を行う。 
４．研究成果 
(1) 話しことばのコーパス化研究 
ヨーロッパ諸言語ではさまざまな書きこ
とばコーパス構築が進められてきた，アジア
諸言語では，中国語に大規模な書きことばコ
ーパスの蓄積があり，次いでタイ語にもナシ
ョナルコーパスがある。しかし，その他の言
語では国家レベルでのコーパス構築は進ん
でいない。またコーパスデータの蓄積やイン
ターネットを通じてのデータ取得の可能性，
電子辞書の整備状況についてもさまざまな
段階にある。 
一般に話しことばコーパス構築はどの言
語についても書きことばに比べればわずか
な蓄積しかない。本研究では，海外教育・研
究機関と共同で，自由会話のビデオ撮影ある
いは録音を行い，さらに映画やテレビ番組な
ども含む音声情報を文字起こししてデータ
化を行った。（中国語，タイ語，ラオス語，
ビルマ語，タガログ語，マレーシア語，ドイ
ツ語，フランス語，スペイン語諸方言など） 
アジアとヨーロッパの諸言語には，言語の
形態統語的な特徴だけでなく，書記体系にも
さまざまな違いがある。このため，文字デー
タの作成方法については，敢えて統一的な方
法を採用せず，それぞれの言語に最適なデー
タ形式を用いることにした。例えば，分かち
書きをしない言語（タイ語，ラオス語）につ
いては，必要に応じて文や単語に区切るなど
の前処理を行った。 
書きことばを含め，コーパスデータ構築の
蓄積が乏しい言語も存在する。例えばラオス
語については，映画だけでなく，現代文学（小
説）の文字化を行った。インドネシアについ
ては，主要な新聞である『コンパス(Kompas)』
紙につき、2004 年のほぼ１年間のウェブ版記
事の本文をコーパスとして，分析を行うこと
ができるようにした。 
(2) 主題と基本動詞を中心とした文構造の
研究 
本研究の共通の研究目標は，アジアとヨー
ロッパの諸言語について，主題と談話の結束
性，機能語の談話機能が，どのように現れう
るか，その多様性を明らかにすることである。
例えば，言語によっては日本語の「は」に相
当する主題標識を用いる，主題を表現する慣
用的な句を用いる（日本語の「～について言



うと」に相当する），あるいは統語的に語順
を変更する，あるいはこれらを組み合わせた
り，様々に使い分けたりする，といった多様
性がある。 
まず声調言語であるタイ語の分析例を例
に挙げる。話しことばの文字起こしの分析に
よれば，タイ語の主題は，発話上のまとまり
である音声的句の末尾に現れる句末助詞と
して表現されること，それらは [na, 
nia,nǝ..] などのさまざまな分節音の変異
として現れるとともに，声調の面でも句全体
の音調を表現する変異を伴うことが観察さ
れた。タイ語の書きことばでは，これら句末
助詞が主題を表すために用いられることは
ほとんどない。また，上記の句末助詞の音声
的変異は，タイ語の書記体系を用いては表す
ことができず，音声記号を使うことで初めて
表すことができる。句末助詞には極めて沢山
の使用例が見いだされたが，従来開発されて
きた書きことば中心のコーパスにはほとん
ど現れることがないため，文字と音声とを対
照しつつ分析を行うためのデータベースの
有効性が改めて確認された。【学会発表 1】 
以下では，さらに個別の言語についての主
な分析の結果を紹介する。 
中国語では，統語的制約により，語り手の
視点の固定化とそれに依存した主題の省略
が困難なこと，それに替えて，人称代名詞の
使用により談話の結束性を維持することが
明らかになった。【論文 1,16】 
ラオス語については，機能語/nám/（「取る，
つかむ」を意味する動詞の文法化したもの）
のさまざまな統語的ふるまいの分析から，
/nám/が「話し手による事態の共有化」とい
う捉え方を示すことが明らかになった。【発
表 16】 
インドネシア語では，機能辞の-lah およ
び -kah のコーパス分析により，これらが情
報構造上の「題述」機能を持つことが明らか
になった。【論文 2】 
古典マレー語のコーパス分析からは，動作
主が動詞の接語と付加詞の両方により標示
される「ハイブリッド型 di-受動文」などに
ついて他の型の di-受動文とその頻度、動作
主の定性・特定性を調べた結果，前者では、
動作主が特定または定であり、指示性が高い
ことが明らかになった。【発表 4,38】 
タガログ語については，疑問詞 ano「何」
を分析し、これが構文によって単なる疑問標
識だけでなく、驚きや同意・不同意を表現す
る標識になることを明らかにしたほか，pa-
を始めとする接続表現の文法的・意味的性質
を明らかにした。さらに、非声調言語である
タガログ語では焦点とプロソディーにほと
んど相関がないことを明らかにした。【発表 7，
33】 
ポルトガル語と隣接するリオドノール語
などの諸言語のコーパス化からは，これらの
言語の歴史的，地域的変異が明らかになった。
【論文 7,学会発表 24】 

スペイン語ではアンダルシアの地域方言
の録音・分析やスペイン語と日本語との二言
語使用者の自然発話のデータ収集と分析を
行い，日本在住スペイン語話者の会話では，
話者間で結束性が維持される場合に、叙法は
維持されるのに、時制の一致が起きない等の
興味深い現象が観察された。【発表 10】 
ドイツ語コーパスの分析からは，従来，定
形動詞第 2 位（V2）を基盤とするドイツ語
の語順は基本的に情報構造（テーマ ― レー
マ）を反映しているとされてきたが，V2 こ
そ文の構造を平叙文独特の情報構造から解
き放ち，平叙文以外のものも含めたムードの
一元的表示を可能にしていることが明らか
になり，さらに情報構造の結束性の表現が文
構造の論理性と反比例するかたちで動機づ
けられている可能性が示唆された。【論文 5,
発表 5,6】 
このほか，コーパスの共同研究を推進する
ために，平成 27 年度には英国から２名の専
門家を招聘してワークショップを２回開催
した。いずれも具体的な言語についてのコー
パス作りとその分析に関する研究の最先端
情報を共有するために有益であった。 
(3) 基本動詞を中心とした語彙データベー
スの作成 
(1)の実施内容と(2)の主な研究成果から
明らかなように，本研究課題の主題と談話の
結束性の各言語における現れ方は，句末助詞
の多様な音声的変異（タイ語），動詞から文
法化した機能語（ラオス語），疑問詞（タガ
ログ語），機能辞（マレー語，インドネシア
語），語順（ドイツ語）といったように，研
究企画当初の予想を遙かに超えた多様な現
れ方をすることが，研究の進展につれて次第
に明らかになり，当初開発を計画していたよ
うな共通の基本動詞のデータベースは，かえ
って談話データから切り離された「理念的な
動詞構造」を表すようなものになってしまう
のではないかと危惧されるようになった。こ
のためデータベースについては，共通の基本
動詞データベースではなく，それぞれの話し
ことばコーパスを，各言語の特性と研究手法
に最適な形での多様なアノテーションを付
加したデータベースの構築研究へと軌道修
正した。 
フランス語の学習者コーパスの構築と分
析の成果が教育法の開発に寄与しているこ
とからも分かるように【論文 4,11,13,学会発
表 20,21,22,23】，話しことばコーパス分析の
研究成果は，言語ごとの教材を刊行するため
に活用され，これが諸言語の話しことばコー
パス開発をさらに発展させるための強い動
機付けとなっている。【発表 34,37,図書
1,2,3,4,5】 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）以下では，紙面の都合上，主な成果
物だけを掲げてある。 
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